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佐藤さん世界最高記録
県マスターズ陸上競技大会で

・グラ

6
月
刊
日
・
旬
日
の
2
日
聞
に
わ
疋
り
、
第
引
回

北
信
越
高
等
学
枝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
ガ
、

朝
日
町
民
総
合
体
宵
館
及
び
教
育
文
化
会
館
（
旧
泊

中
学
校
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

大
会
に
は
、
各
県
高
枝
総
体
で
ベ
ス
ト
4
ま
で
に

進
出
し
だ
、
男
女
合
わ
せ
て
羽
チ
ー
ム
約

5
0
0人

ガ
参
加
し
ま
し
た
ガ
、
そ
れ
だ
け
巳
、
南
日
と
も
手

巳
汗
握
る
熱
戦
ガ
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

申
で
も
目
を
引
い
だ
の
ガ
、
初
出
揖
で
郷
土
の
期

待
を
一
身
に
背
負
つ
疋
「
泊
高
根
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
」
。
初
戦
は
、
新
潟
県
の
高
田
高
校
と
対
戦
。
A
－

セ
ッ
ト
は
期
待
の
大
き
さ
ガ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
怠
つ

だ
の
か

9
1
何
で
落
と
し
た
も
の
の
、
2
セ
ッ
ト
、

3
セ
ッ
ト
を
連
取
し
、

2
回
戦
へ
。
2
回
戦
で
は
、

過
去
巳

3
度
も
優
勝
し
て
い
る
強
豪
長
野
県
の
岡
谷

工
業
高
校
と
対
戦
し
、
お
し
く
も

2
1
0
で
販
れ
ま

し
た
。し

か
し
、
初
出
場
怠
ガ
ら
北
信
越
5
県
の
強
豪
チ

ー
ム
を
向
こ
う
に
回
し
、
一
歩
も
引
け
を
と
る
こ
と

な
く
戦
っ
た
泊
高
チ
ー
ム
は
、
努
力
さ
え
す
れ
ば
必

ず
実
る
時
ガ
来
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。ωか

ら
温
か
い
拍
手
を
送
り
だ
い
も
の
で
す
。

企ブロックよりも高〈

‘「どうだl', 1奄のアタック J

Vやや緊張ぎみで入場行進

－
グ
ラ
フ
特
集

＠
（ て第21固北信越高等学校バレーボーJレ選手権大会が開催。一一寸Im:回事理事董賓室翠歪室軍軍軍国軍n璽E

マスタース’｜峨j：は．女子30歳以

上．男子35必以｜：の選手を対象と

した 1t1r:':j.f手術br.・の大会て二毎年間

｛桜されていますが．今年は． 6 JI 

9 LJ ( II l に 1＼：~1品1rliで｜制1絡されま

した。

この人・会に11¥t必した｛左様妙 fさ

ん（両三浦町）は.~・ （－60～64歳

のmsのAより制銚ぴで3: .• 82：を銚

ぴ．マスターズ世界般高記録をマ

ークされました．また.100しでも

16秒 5 の日本~高記S止をマークさ

tl. 2傾回優勝を米・たされました。

Vi：泌さんは．過去．全臼本選手

権大会の定リ高跳ぴで優勝し．日

本代炎選手と して第 li凶アジア大

会に出場。その後．体微鏡技にft.

らtl.U（.＜千日25年の自信 5凶伝！休の団

体徒子体操の郎て二日山県初の優

勝をもたらされるなど．制かしい成

*•1 をあ lずられました。 f』tイ1:1立舞踊

教本を i：・併さIl. 児ti¥'.• 'I＝はの健

全f'i成に尽力して必られます。

今後とも．佐藤さんのご治絡を

期待します。

－
昭
和
印
年

7
月
号

＠F
O
P
Oづ
／
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nL也
u

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活

動
東京都町回市

けんじろう

川上顕治郎さ ん

ヌポット＼
＼～ライト

世
界
風
水
車

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表

朝
日
町
出
身
で
、
現

ι多
摩
美
術

大
学
の
助
教
授
で
あ
る
川
上
顕
治
郎

さ
ん
は
、

7
月
比
臼
か
ら
初
日
ま
で
、

ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
る

第

6
闘
世
界
風
水
車
協
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
出
席
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
を
発
表
さ
れ
る
と
か
。

そ
こ
で
今
回
は
、
川
上
さ
ん
に
ス

朝
日
町
弥
生
町

竹
内
秀
孝
さ
ん
長
男

『
古
切
手
』

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

る
程
度
の
枚
数
を
ま
と
め
て
福

祉
協
議
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
切
手
は
、

富
山
県
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
取
り
扱

い
に
よ
り
切
手
市
場
で
換
金
さ

れ
、
医
療
資
金
と
し
て
ネ
パ

ー

ル
な
ど
の
開
発
途
上
国
で
病
気

に
苦
し
む
子
供
た
ち
の
た
め
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
切
手
も
た
く
さ
ん
集

ま
れ
ば
役
に
立
ち
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

． ポ

ソ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
、
昭
和
同
年
l
月
お

日
生
れ
で
、
現
官
忙
“
歳
。
ふ

っ
く
ら

し
た
顔
立
ち
に
白
後
。
出
幅
四
時
な
感
じ

め
方
で
す
。
朝
日
町
泊
東
下
町
の
出

身
で
、
現
校
は
東
京
都
町
悶
市
藤
の

ム
口
団
地
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

泊
小
学
校
か
ら
泊
中
学
、
泊
高
校

へ
と
進
み
、
昭
和
お
年
4
月
に
は
金

沢
美
術
大
学
工
業
デ
ザ
イ
ン
科
に
入

学
。
昭
和
幻
年
、
大
学
を
卒
業
し
、

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
井
関
農
機

隊
式
会
社

（現
夜
、
さ
な
え
の
回
刷

機
で
お
な
じ
み
の
ヰ
セ
キ
農
機
）
に

入
社
。
昭
和
叫
年
の
4
月
か
ら
は、

審
査
官
と
し
て
特
許
庁
に
。

そ
し
て
、

昭
和
的
年
4
月
か
ら
多
摩
美
術
大
学

の
助
教
授
と
し
て
、
立
体
デ
ザ
イ
ン

研
究
室
へ
。

き
て
、
な
ぜ
現
在
の
仕
事
を
選

の
収
集
を合朝日町社会術者止首a•会t草皆さんと共に地織の

縄祉向ょを目指す緬祉団体です．

朝日町領~センター内 ft83・0576

, ..アジU>,Mlで
苦しんでいる人たちの

Wために使われる

首
切
手
の
届
先

朝
日
町
沼
市
総

セ
ン
タ
ー
内

朝
日
町
善
意
銀
行

ば
れ
た
の
か
を
伺
う
と
、
「専
攻
め
工
業

デ
ザ
イ
ン
を
法
本
か
ら
考
え
た
か
っ

た
か
ら
」
と
、
学
問
好
き
の
川
上
さ

ん
ら
し
い
鼻音
楽
。

ま
た
、
枇
刊
に
氷
点
の
研
究
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
狸
由
を
尋
ね
る
と
、

「
近
代
産
業
伎
術
史
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
．放
と
し
て
の

f
水
車
ω

が
、
特
に

面
白
い
と
思
っ
た
」
と
の
こ
と
。
そ

こ
で
、
今
回
発
表
さ
れ
る
内
容
を
チ

ヨ
ツ
ピ
リ
伺
う
と
、
「
今
回
は
、
日
本

号 事⑫

窃ωと＠

東京書S東久留米市

「59年度町社協の決算1

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
昭
和
田
年
度
事
業
及

び
、
各
会
計
決
算
は
先
に

行
わ
れ
た
評
議
員
会
で
承

認
を
受
け
ま
し
た
。

一
般

会
計
収
支
決
算
の
ほ
か
、

各
種
福
祉
募
金
の
実
績
等

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

59 
年
度

2収ー
亙支般
手決 会
8算 計

（単位 ：千肉）

町宇土飽
59年度一般会計収支決算

収支費量引残高
(60年度繰越）

946千円

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
車
で
、
唯

一
Mm産

さ
れ
た
H

ら
せ
ん
水
車
H

（ダ
イ
ロ
）

の
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ら
せ
ん
水
単
は
、
日
本
独
自
の
水

市中
で、

1
9
2
0
年
に
富
山
県
の
農

鍛
治
で
あ
る
花
井
堅
蔵
（
も
と
い
ぶ

ん
ぞ
・
ヲ
）
が
特
許
を
待
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
減
は
、
木
工

用
ド
リ
ル
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

1
9
3
0
年
1
1
9
4
0
年
代

に
富
山
を
中
心
に

1
5、
0
0
0台
近

く
使
用
さ
れ
て
い
て
、
”
か
た
つ
む
り
々

の
地
方
名
称
で
あ
る
ぷ
ノ
イ
ロ
ο

と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
他

の
多
く
の
木
造
水
準
は
、
ロ
ー
カ
ル

の
水
市
早
大
工
に
よ
り
作
ら
れ
て
い

た
め
に
対
し
、
ら
せ
ん
水
市
平
は
農
機

具
工
場
で
造
ら
れ
た
木
鉄
情
造
の
日

本
唯
一
の
量
産
水
市
中
で
し
た
U

と
い

う
械
な
内
容
で
話
を
進
め
る
そ
う
で

す
。

円

h
v
p
o
n
o

－
ふ
く
し
の
窓
＠

＠朝日町笹倉銀行

( 5月11日～ 6月10日｝

。横尾 股下仁三股さんより拾得物事量

労金を 1,000円

。とく名さんより 100,000向

。五箇庄婦人会よりタオル 470本

おりがとうおたたかい怠

割削醐制帽臨

朝日町普意銀行
昭和”年度取扱結果
区 分 使途 浄財（円） 物品

一般 37f牛 !Of牛I, 910. 273 
f質 ！f.

指定
2U牛

3 f牛
（寄附） 2,618, 138 

n 58f4' 
13f＇牛4 ,528,411 

一般 121'牛
5 f＇牛826.385 

貸出
t首定 25f＇牛 4f牛

（活用） 2,618,138 

3十 37f，牛 9 f：牛3,444,523 

昭和59年度福祉募金実績

募 金区分 各世f額普 募集実績（肉）
依車両

春 赤 十 字一 般社官官 275問 1,258,525 

期募金
頑固神仕事健会費 25 116.650 

社会福祉協自慢会 賞 150 713.400 

秋 共同募金（街頭募金含む） 320 1.584. 275 

期’F 
更 生 保 S毒事 業資金 30 142,020 

金 社会編祉 協議会費 150 711.600 

歳末たすけあ い 募金 300 1,712,435 

赤十字特別社員祉資等 宮尾司E、 422.800 
.g 、 Z十 6,661. 705 

な
お
、
町
内
の
若
い
入
、
特
に
中

学
生
、
高
校
生
に
伝
え
る
言
葉
を
尋

ね
る
と
、
「
持
続
で
き
る
興
味
の
あ
る

も
の
を

一
つ
持
つ
こ
と
」
と
、
工
業

デ
ザ
イ
ン

一
筋
に
歩
い
て
こ
ら
れ
た

川
上
さ
ん
ら
し
い
言
葉
で
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
ダ

イ
ロ
の
動
い
て
い
た
こ
ろ
の
写
真
が

あ
れ
ば
、
お
し
え
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

今年の4月中旬．山U県立美術館から「戦後

の臼本画」展にぜひ出品するようにと 言われ．

a5い作品の祭理に追われています。 「1960年

代を中心に戦後の日本画績でレ活躍した作家十

数名の展覧会で．ぜひ出品を」と美術館から｛衣

事Ci~ IL. M点、か出品することになりました。

その作品の中に自民5回新興美術展（1955年）

に出品した「寒村J が含まれています。この

作品は．南｛抵の越．常泉寺（長等兼昭氏）に所

蔵されているものです。出品に協力をいただ

き．米年の 2月に展示されることになりまし

た。

油絵の戦後の美術展（i数多くありましたが．

日本画の美術展は無いのが当然のよ うに思っ

ていました。

地方の美術館が実地する「戦後の日本画J

展には大きな意味があり，地方の時代と言わ

れるのも同感で．そのなり行きに注目してい

ます。

長崎莫人（本名殺）さん

－
昭
和
的
年
7
月

＠ 

裕
太
〈
ん
昭
布1
58 
年
5 
月
29 
1:1 
生

｛実は，回.fin.微から大守！クレーン単まで．

特係自動半が大好きです。「これ何」と

聞かれれば片言の言葉と手－まねて’

しっかリ説明できるんだぞ。
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－

安
一
句
川
町

・

ω
↑
尚

一

則

峨

削

崎

川

川

崎

一
司
格
崎戸
け
竹
同
い
川
1

U

T

－－

一
W

価
ι一
絡
ド
川

一
日

刊

一
川

印

刷

川

刈

山

一
刈

品

了

ゴ
J
時

お

げ

ゆ

尚

一
風
需
寸
江
川
一
l

門司
UIj

…

一
お

必

7
ぷ

一

川

一
い

嚇

叫

川

一

即

即

リ

｝

一、

14活
一
m
m
一尚
一山
山

パト
川
山
ふ

一

白
一一s
長

生
一
口同
一4
4
4・
仏

虫

明

湘

一

一

一

a

，．‘司

一一ムnf－
ア

ト

f
－

付

一食

一牛

豚

一

ク

引

い
げ

U
M刊
に
必
繋
か

…

健

康

診

断

を

…

リ

m
d
i
M
1
U
1
M川
j

…

i

AV
M
m
F
UIM日

冷

uwに
ιrfえ
点
す
問
問

（K
H
知
さ
れ
刊
歳
以
ト
．
の
方
の
健
康
診
断
は
、

υ

泊
二
区

．
ふ
れ
依
付
利
、
民
派
グ
叶
、
…
先
字
、

上
野
興
校
、
沢
谷
初
代
、

た
日
を
含
む

7
H
問
）
で
す
・

7

H

7

月

9
H
ま
で
で
す
。
町
の
ど
の
．
医
…
佐
的
忠
美

f
、
尾
山
あ
や
rv
ヘ
ヰ
…

ι寸
悶
祭
、

町口
江
崎
予

間
以
内
な
ら
無
条
件
で
契
約
め
解
除
4

療
出
向
聞
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
…
崎
ゆ
か
り
、
魚
・
伎
利
子
、
午
崎
美
…

南
保
地
区

大
森
修
、
清
水
恵
美
子
、

（
又
は
申
し
込
み
の
微
回
）
が
で
き

婚
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
．

…
初
チ
、
鴛
明
宏
、
大
必
管
、
米
間
…
長
崎
初
子
、
長
崎
美
知
代
、
小
林

日
日

γ

訪
れ
計
五
一
震
の
献
血

…F
J
U
M

－－H
h川

…

山

UMi米
日

付

美

七

沢

な

を

た
は
内
谷
一社
明
山
野
M
K
）
で
申
し
出
て

協
力
者
名

5
月

実

施

分

…

柳

沢
弘
美
、
凶
中
良
チ
、
大
蔵
玲
…
み
、
長
津
孝
治
、
永
口
義
時
、
稲

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
商
品
を
受
け

‘
境
地
区

兵
庫
俊
表
、
水
島
宇
介
、
…
チ
、
阿
部
憲
「
、
前
川
弘
「
、
何
十
針
…
比
例
催
、
簡
略
熊
知
H

明
、
長
田
弘
明
、

取
り
、
代
令
を
全
額
支
払
っ
た

も

の

高

縦
千
↑
山
崎
、
水
島
寛

一
晴
美
、
定
足
ヤ
ス

f
．
附
本
仁

一

一
木
野
文
チ
、
仙
名
良
成
、
長
海
邦

や
化
糾
H
山
な
ど
消
u
R
H
川
で
消
貸
し
た

宮
崎
地
区

松
本
ぶ

f
、
絵
本
研

一
、…

泊
三
区

川
久
保
妬
也
、
待
日
前
一’
灯
、
…
明
、
背
仏
u
m
L
J
・
L
L
不
俊
治

も
の．

泉
川
市
な
ど
は
で
塩
、
ま

せ

ん

伊

桜

美

由

紀

一

大

村

m
f、
畑
良
造
、

．宇
野
消
彦
、
…

大
家
産
地
区

伊
必
尚
久
、
大
仏
消

の
で
、

rA
払
い
や
尚
H

川
の
倣
川
は
、
愉
s

笹
川
地
区

長
井
利
法
．
折
谷
日
筒
、
…
名
取
代
、
水
野
弘
、
総
沢
山
内

f
、
…

外
川
、
稲
μ
周
知
勝
、
鍋
谷
随

一
、
山

積
．に
い
打
・
ヲ
ニ
と
が
必
裂
で
す
・

H
K
仲汁
縄
中

旬

炎

、

竹

内

康

博

一

池

凶

附

f
、
谷
口
明
英
、

小
山
川
治
日
本
氏
利
子
、
直
轄
図
康
夫
、
指
標
図
様

訪
問
版
売
に
附
す
る
相
談
は
．
県

・
泊

一

区

柚

木
地
線
、
必
沢
口
先
治
、
…

f
．
d
T
坂
業
涼
子
、
河
村
英
蜘
H
L
1
．
…
行
、
新
国
議
、
山
岡

tnリ問
、
坂

u

の
消
代
生
活
セ
ン
タ
ー

（
宮

0
7
6

新
悶
訓
、

氷
臼
凡
徳
太
郎
、
悔
沢
進

、

一

片

山
U
H
夫
、
昨
年
来
典
之
、
伊
雌
光
い
英
利
子
、
高
山
崎
晴
彦
、
山
阿
久
嗣

4
l
n

2

9
4
9
）
へ
。

臼
本
降
、

M
m波
崎

明

子

、

谷

口

道

子

、

…

代

．

佐

渡

明

子

…

（
附
名
）

マ セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

お
宅
に
来
た
ら

ふ抗
の
現
物
ま
が
い
尚
法
と
し
て
批

判
を
浴
び
て
い
る
問
川
向
市
p
u
J
間

版
光
す
べ
て
が
思
い
わ
け
で
は
あ
リ

ま
せ
ん
か
、
み
間
版
必
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
が
お
・
廷
に
米
た
・
旬
、
次
の
こ
と

に
ご
机
怠
を
。

ー
そ
の
尚
H

川
が
本
中
t
に
必
咲
か
ど・
7

か
を
よ
く
々
え
る
。

2
必
安
で
な
か

っ
た
ら
品川
討
を
も
っ

て
こ
と
わ
る
。

3
契
約
（
又
は
申
し
込
み
）
を
し
た

と
き
は
、

b
nH

ぃ
聞
が
い
服
さ
れ
ま
す
。

4
内
容
を
よ
く
必
ん
で
線
認
し
た
あ

と
で
印
径
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

5
悶
処
分
一
政
売
の
と
き
は
、
領
収
仙台
が

概
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
削
除
行
し
ま

し
ょ
－ヲ
”

145 

179 

157 

175 

322 

150-153 

1,456 

170 

152 

776 

481 

105-180 

120-200 

318～330 

158～178 

768-780 

1.450～1.460 

150『 218

468～495 

130～250 

在、

参

（配達・ 18t ) 
ガソ リン
t’肘；：レ.＼－..ラー・I川蹄＞'t.・II

j由

Cl・ 袋1kg) 

ス

そ

.. / 

l 

マ

i喜
(Mサイズ10鯛）

ま t』
（普通品lkg) 

れいし
（普通品 lkg) 

ヤ’ 、よ

（普通品 lkg) 

人

し

（普通品 lk11) 

よヲ
(I. 8 tピン入）

I! 

み

ソ

キ

た

…
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

体

重

体
重
測
定
日
を
設
定
し
．
そ
の
日

口
は
家
紋
全
日H
が
計
る
よ
う
に
心
掛
け

eaーしょ
4
，。

健
康
は
、
与
え
ら
れ
…
快
食
・
快
阪
・
快
．他
は
品
取
も
簡
単
な
…

①

限
撤
体
飛
を
知
リ
、
そ
れ
を
繰

る
も
の
で
は
あ
リ
ま
せ
一
も
の
で
、
し
か
も
大
変
電
．裂
な
ポ
イ
…
比
付
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

ん
。
・
日
分
で
、
・
家
峡
で
．
…
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
次
の

3
つ
の
ポ
υ

②

川

一
附
は
計
り
ま
し
ょ
・
1

地
械
の
中
で
、
柿
桜
的
…
イ
ン
ト
で
釘
即
日
チ
L

ソ
ク
念
。

…

血

圧

に
つ
く
り
出
し
て
い
く
…
①

旬
日
の
食
併
が
お
い
し
い
か
？
…
紋
近
は
、
家
底
に
お
い

て
も
、
簡

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
…
特
に
例
食
が
わ
ね
い
し
い
か
？
…
単
に
計
れ
る
血
圧
討
が
出
て
い
ま
す
。

普
段
か
・
旬、

病
気
に
な
…

＠

よ
く
限
れ
‘
制
の
日
ざ
め
は
そ
…
ま
た
、
健
康
診
断
の
機
会
や
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
今
の
健
一

う
快
で
、
体
全
体
が
鮮
や
か
か
？
…
リ
付
け
の
医
師
な
ど
に
よ
る
定
期
的

泌
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
も
、
自
…

＠

俗
日
、
だ
い
た
い
決
ま
っ
た
時
…
な
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

分
自
身
の
健
康
状
態
を
鋭
祭
す
る

U
一
間
に
排
便
が
あ
り
、
緋
制
限
後
的
欠
…

を
養
い
．

自
発
的
な
健
康
づ
く
リ
を
一
分
は
き
わ
や
か
で
あ
る
か
？

心
掛
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
＠

一

体
温
・
脈
拍
・
呼
吸

平
常
の
状
態
を
知
る
た
め
、
削
じ
一

一
条
件
の
も
と
に
、

一
週
間
に

一
1
一
一
…

…
M
n皮
は
計
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
脈
拍
に
ω烹
め
が
み
－
H
れ
た
…

…
州
場
合
は
．
い
け
に
ゆ
か
り
付
け
の
似
い

自
分
で
で
き
る

健
康
チ
ェ
ッ
ク

7月のけんとう自
分
で
や
ろ
う

健
康
チ
ェ
ッ
ク

快
食
・
快
眠
・

快
便

’H
分
で
で
き
る
チ
ふ
γ

ク
の
小
で
、

障害者として認定されれば，自動的に
障害年金がもらえるか？

病気やけがをして障害者として認定されれば．

n動的に蹄在年金が文給されますか？

2つの問題があります。 lつはJ国民年金に加

入している ψ ということで．とにか く保険料を滞

納していないことです。次に．障害者と認定されても

紋初に医師の珍陣frを受けた日から l年半後 （それ以前

に病状がl司；屯したときは．そのとき ）からでないと支

給されません。しかも．やはリ害額会出して手続きを

しないとダメです。県っていても 前向動的”には文給

されません。

このような苦情や要望はすぐ相談を

、＿，，竺‘

問

降客年金はどんな場合でも 1年6か月
待たないともらえないか？

陣在王手金Ii, どんな湯合でも初診日から l年6

ヵ月待たないと受けられないか？

すべてが l年 6か月待つとい うことではありま

せん。たとえば．両足切断などきわめて車い陣み

の場介. 1泌が1(i：’》て l年半たったら歩けるという ので

はないのてヘ l年半待たなくてももらえます。

また． I 1手、1・.！年ったところ．降客年金を受けるはど

でなか勺た行が． 邑紛王手~を受ける年齢 （ 65品交 ） よ リ

1jijにJ彰fヒし て.l:ll ... f-王手全を受けられるくらいに進行す

.tu.f. jl｝ぴ必：ぷを長け．そのときから障害年金を受け

るニ とがで与 ます。

陣容年金l孟．法律で定める障害の程度が．

級の 2段階となっています。

行政相談相談室川

l級と 2

筈

問

筈

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠情ー

朝
日
町
体
協
か
ら

朝
日
岳
登
山
参
加
者
募
集

朝
日
町
体
協
で
は
、
川
明
日
出
張
山

会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
’
乞

・
日

時

7
月
訪
日

i
m
日

－
コ
ー
ス

小
川
・広
場
i
北
X
1削
明
日
岳
（宿

泊
）
1
北

X

1
小
川
－応
・場

－
集

A
H

小
川
・・九
一湯

7
時
却
分

．
参
加
鶴H

8
、
5
0
0
円

－
山中
し
込
み

7
川
内

U
ま
で
、
教

行
香
川
会

へ
。

法

務

局

か

ら

7
H
l
uか
・
均
台
い
山
手
数
料
の
納

付
印
紙
が
変
わ
り
ま
し
た
。

－
設
記
簿
抽府
本
・
抄
K
午
、
閲
覧
、
証

一

川
等
の
千
敬
料
の
納
付
は
、
「
収
入

一

印
紙
」
か
ら

「
登
記
印
紙
」
に
変

一

わ
り
ま
す
。

一

－
勝
本
・
抄
本
は

l
通

4
0
0円
（
ゆ

一

絞
ま
で
）、
閲
覧
は

l
箔

2
0
0
円、

一

証
明

（
印
廷
証
明
含
む
）
は
l
件

一

2
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

一

－
登
記
印
紙
は
、
登
記
所
や
蝉
州民
材、

一

印
紙
光
リ
き
ぱ
き
所
で
版
光
。

一

－
問
い
合
わ
せ
は
、
法
修
町
へ
。

ふ
る
さ
と
産
品
愛
用
協
か
ら

標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
募
集

ふ
る
さ
と
康
品
愛
用
運
動
推
進
協

議
会
で
は
、
際
婦
問
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
移
築
し
て
い
ま
す
。

V
僚

議

小

学

校

5
年
生
以
上

V
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

中
学
生
以
上

マ
締
め
切
り

7
け
凶
臼
川
一叩
h
効

V
聞
い
A
N
せ

市

山

川
町
中
小
企
業
問

体
山
中
央
会
内
、
ふ
る
さ
と
絶
品
愛

別
運
動
機
進
協
議
会

｛
市
山
市
総

山
鎗
2
．l
H
－
幣

3
ザ
宮
0
7
6

4
1
M
1
3
6
8
6｝

 

⑪は相綴 （申し出）＠はその傍置 （改善）

⑪ ~隙~－ 子艇を紛失してしま ったらししどよを探
しても比つからなL、。再度交付を受けることがで急な

L、か。

＠ 町及びNi＼制： ・I~務所に問い合わせ．再度交付のため

予統きで早：を聞いた うえ．本人lニ教示したところ. 11t交

付を受けるニ とができた。

相談Ii，すべて終密であ札無料です。気併に削減

してくださ L、。

行政相麟日 iほ月第 l・第3火曜日（午後 l時ー4時）

~j H町ff,i祉センターにて。 （宮83-0506）肉宅でも

(/J日必八郎毛）受けています。 （宮82-2063)

昭
和
印
年
ア
月
号

＠po
po
n
ヨ
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3
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O
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f
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2
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2
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大
家
内
2
1
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山
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崎

決

勝

山

2
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1
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大
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o
k
fの
部

ゆ
小
川
決
勝
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崎

決
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o
m
f
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村
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本
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叩
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o
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H
f
2
m
 

①
山
本
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・
水
叫
H
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州

制

②
川
谷
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・
民
地

↑
成
制

o
k
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①
水
oM同
長
・
州
本
・
琳

f
州
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②
水’
M
夫
ホ
f
・
山
本
来
絞

f
判

第
お
田

町
民
卓
球
大
会

（

6
月
2
日
朝
日
中
学
校
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J
a
t
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H
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以
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中
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HU

、
J

！

叶川町
竹
谷
来
い
川
H
f

デ
ザ
ル
れ
川
み

ど
り

第 2lfll併会総会が会Hの｝jが集まリ．

l羽flj＼：されました。

総会でlム ll?{fll59年l支の~~:t＆ぴ会

社報Nがされ．ノ兵必された後．朝日町

が完了－~＇~－の釜イ iili とゑ；財布II市の締結を

したこと，J.Ry;Oえ・大f会がMめてl非1

Iii¥されたニとなどが報一行－されました。

また．水，（＇；討さん （岐II¥身）．大久保

必，u，さん （Ii.i苅 Ft/I ＼身 ） ． 例外 l~助さん

(ill附出身jの三氏が新役Hに．会w
名簿の改；：rを含むII｛｛千1160年度4~業 ，｛ f·酬

が了本されました。な必．総会には．

岡Iから .Y:崎町長．大沢町議会議長など

が米賓としてlhl!f;されました。

5月19日～6月18日

保氏

6月2日
東京朝日会総会

この日午後2時から＇ J.l.!:h・：・ Id文川

の東京卸売りセンターで．約 isor-.の

.. i 
• .i 
~i 

芳和氏

寅吉氏

水島

石橋

米丘

4 HEに分かれ．ゴミ袋を子に．守主；1;・

など不燃焼物の［11！収や紙くずやi氏本手

の”I燃物を焼却するなど．約；111.11111に

わた勺て本{I：作業を行いました。

また.;(1 I I・< 三区Ii.'r-tili 8 11.yに

午曲，：I飽L去をは じめIU（品’j 150入力‘大M

E 人~.＼ ft］：センター 1jlj に t~ ｛－：－ し ＇ 11!1Ji1時の

•I• に f品九ている令 ＿；.. :nの凶収やヘドロ

や持；小：の除.tなど＇;(1海岸一慌て’＊＇.J2 

時1::11- わたリ i1'd-.1l4味付：；を u~ 、ました 。

5月31日
蛾会雌員永年勤続表彰

この1I，山山県市町村会館で＇ ·，；•；山

県市町村淡以会総会が！持JI保され．その

J,'(; 1-.. JOfドのl毛きにわたけ議会成Iiと

して＇J也｝jl’Iiのの発展に尽きれたJlJNi

によリ．；大グ）}j々 が］；；事3さil Jました，

企足形に切り銭いだ板のJこから

ペンキを塗る児霊たち

カf千1・わtl iました。

ワレ ーのfI: Jiやルールは打NWて二し

かも l人でも’＇f｛：.しめるスポーツとして．

参｝Jllした ｝j々 にも，i'I'・干ljは良か勺たよう

です

5月26日
宮崎・泊海岸を一斉清掃

このii午前7時半j岱ぎから．初il l凶I

巡｛－；－ i'i勾＇.！付と迎合同人会．そし てが1-.

I・< J:t. び：iベのIU込によリ ＇ ·：：－： 由；h(1iltf.I ； ~

イi＇.＇の一汗it'H•tl本· （1・がfiわれま した、

・：：－：崎ihf.J;iでIi.午1Jlj7時1士＇ i±{-:-i'J' 

年｜付 .QITT人会合せて約 100人が＇ ・：：・；附
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